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本章の目的
発達的認知神経科学のアプローチが，発話（speech）と言語の発達に関する古い議論にどのように貢献し，新しい問題に向かわせるのかという問題を取り上げる。特に，言語処理についての脳の初期の組織化，この組織化の維持や修正における経験の役割を検討する。
↓

行動的処理と神経的処理の文献から，いくつかの知見を紹介する。
本章の構成

以下の3領域を取り上げ，これまでの研究をレビューする。
①発話の処理 vs. 非発話の処理

②音声の知覚

③初期の言葉の学習

要約（Summary: From linguistic foundations to first words）
本章は，行動的なデータと電気生理学的なデータによって，初期の脳の組織化と神経処理システムを

再統合する経験について記述する試みである。

↓

言語処理の3つの側面について検討　
①発話の処理と非発話の処理には，基本的な違いがあるのか？　
②発話知覚の領域における音声の神経的な処理と行動的な処理について　

③初期の言葉の学習における音声の詳細に関する最近の研究をレビュー

↓
○幼児は，発話ではない音よりも発話に対して異なる反応をする。
　※新生児はまだ，発話と非発話の区別が難しい

→解釈（説明）の可能性

　　1) 脳は，初期には発話と他の聴覚的信号に対して同じように反応するが，経験の産出としての発話に特別な地位が与えられるようになる。
2) 特別な処理システムを生得的に持っているが，それは徐々に発話の正確な特徴に反応するようになる。
○発話に特殊なシステムを生得的に持っているにも関わらず，経験の役割は重要である。

→“経験－期待（experience- expectant）”処理

　普遍的な処理と種に特殊的な処理が結合し，発話の処理の基礎となる
○初期の脳の特殊化と異なる神経システムの確立における経験の役割が明らかとなった。

→18～20ヶ月ごろ：語彙の爆発期が言葉の学習に対して特殊化された神経システムの出現のマイルストーンとなる（Mills, Coffey- Corina, & Neville, 1993, in press; Schafer & Mills, 1997）

Processing of speech and nonspeech: A window into linguistic foundation

○言語処理の基礎に関する議論

問題：知覚的な情報処理は，一般的な感覚システムや学習のメカニズムで説明できるのか？
PiagetとChomskyの議論（Piaget, 1980），Fodorのモジュール説（Fodor, 1983），コネ区所にストのモデル（Elman, 1993）など

↓

新たな問題：発話の処理のために特殊化された神経認知的システムが存在するのか？

○発話の複雑性と発達的な問題　

(1) 乳幼児では，大人で明らかになっているような言語処理のための脳の特殊化が見られるのか？
(2) もし，生まれてすぐの新生児に言語のための神経の特殊化が見られないのであれば，いつどのようにしてそのような特殊化が出現するのか？

(3) 乳幼児は，他の刺激（非発話）よりも言語的な刺激（発話）を選好するように，特殊化された神経システムを機能的に使うのか？

↓

○解剖学的な研究からの知見

・乳児の脳は，大人と同じように非対称な半球状構造をしている（Wada, Clarke, & Hamm, 1975）。
・3～6ヶ月までに，発話の処理を含む脳の神経構造の特殊化が徐々に進む（Novak et al., 1989）。
→フォルマントや音節に対して，脳の非対称的な反応が顕在化する。
・発達の過程で左右相称という特殊化が現れるという知見に対して，非対称的処理は生得的であるという見解もある。　
↓
○脳の左右相称，非対称性をめぐる問題

・大人では，発話の処理は左半球に特殊化されているが，発達初期では優位な半球は含まれており，半球内の局在化も変化する（Bates et al., 1997; Mills et al., 1994）。
・半球レベルを超えたより局在的な研究（電気生理学的な研究）からは，反応のトポグラフィー，潜時，振幅などの指標から発話の処理の局在化がより明らかにされている（Dehaene- Lambertz, 2000など）。
－4～6ヶ月までに，発話に対する符号化は，他の聴覚性の刺激の符号化よりも正確になされる。
－4ヶ月の乳児は，ホワイトノイズや音楽のような他の音よりも発話を聞くことを好む。

－潜在的な初期の処理システムは，発話特有の特徴に注意を向けさせるバイアスとなる。

○結論と残された問題
発話と非発話を用いた研究から，新生児期に特殊化された発話処理のシステムがあるかどうかを結論づけることは難しい。特殊化は，経験を通してのみ現れるのかもしれない。しかし，誕生時の組織化に関わらず，4ヶ月までには発話の処理システムは十分適応的になり，発話に対して選択的に反応するようになるようである。
Speech perception: Listening to the sounds of language　 
○発話に対するカテゴリ的な処理
発達初期から，乳児は発話をさまざまなレベルでカテゴリ的に処理できる。

→(1) 言語処理に対する生物学的な準備性を主張する根拠となる

→(2) 最終的に，言語を使わせるように乳児を導く

※言語が生得であることや特別であることを暗示するわけではないが，進化のうえで選択された能力であると考えられる（Gottlieb, 1991参照）。
○言語の音を聴くこと
発達初期から，乳児は言語の音についてさまざまな理解をしている。

－新生児はリズムによって，母語と他の言語を区別している（Mehler et al., 1988; Mehler & Christophe, 1994; Nazzi, Bertoncini, & Mehler, 1998）

－他の女性の声よりも母親の声を好む（DeCasper & Fifer, 1980）…

↓

さらに年長になると，母語の音韻システムを構築する

→母語の識別が最も重要になる（Werker & Tees, 1984a）
Phonetic perception: Tuning to the native language　 
○音声に対する乳児の敏感さ
古典的研究（1970年代）：1～4ヶ月の乳児は，大人と同じように発話をカテゴリ的に知覚している
↓

乳児は，母語の音声の区別はできるが，意味の区別はできない

○言語一般的な音声の知覚から言語特殊的な音声の知覚への変化

・生後1年の間に生じる（Werker & Tees, 1984 他）
－6～12ヶ月の間に，母語と他の言語の音声的区別ができるようになる

　　　※音声の識別能力における加齢に伴う変化は，経験の不足によって説明できる

・大人も，母語を音声的に識別する能力をもっていると同時に母語ではない言語に対する敏感さもある程度残している。

　　－乳児に見られる言語一般的な敏感さに比べ，大人は微細な音声的違いを区別することは難しい。
－大人は，おかれた環境で母語以外の言語に対する音声的区別ができるようになる。

↓

・経験によって，発話を処理するための特殊化された神経認知的なシステムが磨かれる。
○神経生理学における研究

・母語の音声と母語ではない言語の音声に関する大人の処理
大人の脳の潜在的な位置の対比（Werker & Lalonde, 1988）
(1) 母語AC　　(2) 母語ではない言語AC　　(3) WC
↓
言語処理が喚起されるとき，脳は母語の音声カテゴリにのみ反応する。
○大人における非母語に対する敏感さについて

どのようなメカニズムが働いているのか？

　　　　↓

説明の可能性
1) 言語経験は，特殊化された処理システムを強化するために必要である。
2) 母語を処理するシステムと，母語ではない言語を処理するシステムという2つの特殊化された神経認知的システムがある。

3) すべての言語的信号は，1つの特殊化された神経システムに受け取られ，異なる下位システムに振り分けられる。

　　　　↓

現在の神経生理学の技術では，まだ答えられない。

Word learning: The role of speech perception in mapping sound onto meaning　 
○乳児の言語学習
・乳児は，母語の特徴に適応していくのと同時期に，同じプロセスの一部として，音を意味にマッピングし，ことばを学習するスキルを発達させていく。
・10～12ヶ月の音声に対する敏感さが言葉に対する認知と結びつき，文節や符号化に対する言語特殊的な知覚の敏感さを用いるようになる。　→　新しい言葉の学習
・乳児は，言葉と対象の組み合わせを作り，組み合わせの入れ替わりを検出することによって，言葉を学習していく。

－8ヶ月までに，“dih”から“bih”を識別できるが，言葉の学習とは捉えていない。
－14ヶ月までに，言葉の学習の1つの課題として識別できるようになる。

○14ヶ月～20ヶ月ごろの言葉の学習
・音声的に類似した言葉に混乱してしまい，類似した音の言葉を区別することが難しい。
・20ヶ月ごろまでに，そのような混乱はなくなり，言葉の学習が可能になる。

○ニューラルネットワークモデル（Schafer & Mareschal, 2000）

・音声的に類似した言葉の区別に対する失敗を，経験と共に単純な学習のアルゴリズムで説明できることを示した。

・語彙の表象課題における乳児のパフォーマンスも予測可能。

↓

　さまざまなアプローチやモデルを援用することにより，より言語学習を理解することができる。


















まとめ


生得的な言語処理のシステムによって，生まれたときから言語に敏感になるように準備されているが，システムはその後の経験によってさらに特殊化され，適応的になっていく（非発話よりも発話を選好する，母語の特徴を獲得する，など）。さらに，知覚的な基礎もまた，言葉の学習システムと共に出現し，子どもの急速な母語の獲得を可能にする。
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